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研究成果の概要 

本研究では、様々なタンパク質によって構成される巨大な細胞内構造体が迅速に形成および解

体される分子機構を、物性変化の観点から解析している。特に、このような特徴を有する細胞内構

造体の 1 つにおいて、その形成に必須な構成タンパク質が“液・液相分離”や“液・固相転移”とい

った物性変化を引き起こしうる性質を新たに見出しており、これらのタンパク質の特性に着目して研

究を進めている。 

本年度は、超解像顕微鏡を用いた詳細な解析により、当該の構成タンパク質が形成する濃縮体

の内部でそれぞれの分子が規則的な配向性を持って配置していることを見出した。さらに、ライブ

イメージング解析などの様々な解析手法を組み合わせることで、この濃縮体が液晶様の物性状態

にあることを示唆する知見を得た。これらの結果によって、当初は想定していなかった、液相から液

晶相への可逆的な“液・液晶相転移”が、当該の細胞内構造体の形成プロセスにおいて生じてい

る可能性を見出した。 
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